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1．はじめに 

小・中学生対象の「ものづくり工作教室」（以

下，工作教室）が職業能力開発大学校において

も毎年多くの小・中学生が参加して実施されて

いる．この企画に当校の実習において，学生が

企画から制作，ものづくり教室開催と実施まで

トータルでプロデュースを行う方法について

検討してきた 
1-2)．これまで，100 分，2 コマ

で 18 週分の時間を学生全員が取り組んでキッ

トを制作した．しかし，今回は希望者だけ，さ

らに授業時間外の実施で進行した． 

希望する学生だけでこのプロジェクトを実

施することによって，アイデアや工作教室の進

行等の技能が向上するのではないかと考えら

れる．このプロジェクトでは昨年度までと同様

に，工作教室が実施できるテキストおよびパネ

ルを制作する． 

 

2．参加を希望した学生 

これまでは 20 人程度の学生が，2 から 3 名

のグループで編成して実施されてきた．今回希

望した学生は電子系および電気系出身の計 2

名である． 

 

3．考案中の制作物 

制作過程等を図 1 に示す．提案したキット

の部品配置，実体配線および製作した初号機を

それぞれ図 1 (a), (b), (c) に示す．さらに，キ

ットの撮影風景を図 1 (d) に示す． 

  

(a) Device layout drawing (b) Wiring diagram 

  

(c) Prototype for this year (d) Photo session 

Fig.1 Making of Electronic kit 

 

4．まとめ 

今年度は学生全員ではなく，希望者だけがプ

ロジェクトに参加した．これまでと異なり授業

時間外の実施であるが，これにかける時間を捻

出してできていることで学生のやる気，課題へ

の緊張感等が高まったと考えられる．現在，キ

ットおよびテキストを作成している．この成果

は工作教室で実施する予定である． 
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